
行
政

改
革

井

上

公

議
員
（
自
民
党
）

次
期
の
行
政
改
革
大

綱
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

行
政
改
革
行
動
計
画
の
策

定
と
策
定
時
期
は
。

行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
市
の
検
討
状
況
は
。

市
長
公
室
長

現
在
策

定
中
の
第
三
次
京
田
辺
市
総

合
計
画
に
お
け
る
各
施
策
の

中
で
、
将
来
を
見
据
え
た
新

た
な
行
政
運
営
の
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
行
く
。

改

革
の
実
効
性
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
重
要
で
あ
り
十
分

議
論
し
進
め
て
い
き
た
い
。

庁
内
に
導
入
検
討
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
職
員
研
修
等
も
行
う

中
で
年
度
末
ま
で
に
、
そ
の

導
入
方
針
を
ま
と
め
て
い
く
。

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

当
施
設
に

お
い
て
も
従
来
の
管
理
委
託

制
度
に
か
わ
っ
て
指
定
管
理

者
制
度
を
適
用
し
、
公
の
施

設
に
お
い
て
も
民
間
業
者
が

一
元
的
に
管
理
運
営
す
る
こ

と
に
よ
り
効
率
的
な
管
理
運

営
が
な
さ
れ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
部
長

当
面
は
直

営
方
式
で
運
営
し
て
行
く
。

今
後
は
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、
経

費
の
節
減
や
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
民
間
活
力
の

導
入
も
検
討
し
た
い
。

大
住
交
番
は
警
察
官
の

不
在
の
時
が
非
常
に
多
く
、

地
域
の
住
民
は
不
安
に
思
っ

て
い
る
。
大
住
交
番
の
機
能

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
京
都
府
警
に
改
善

を
申
し
入
れ
る
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

経
済
環
境
部
長

松
井
山

手
交
番
の
開
設
以
来
、
大
住

地
区
全
体
を
大
住
交
番
と
松

井
山
手
交
番
の
２
交
番
で
受

け
持
つ
と
い
う
位
置
づ
け
で

交
番
配
置
の
体
制
が
組
ま
れ

て
い
る
。
大
住
地
区
全
体
も

２
人
の
３
交
代
で
６
人
制
か

ら
、
３
人
の
３
交
代
で
９
人

制
に
交
番
の
数
、
人
員
配
置

の
数
と
も
強
化
さ
れ
て
来
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
不
在
時
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

田
辺
警
察
署
に
改
善
を
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【

月
】

２
日

決
算
特
別
委
員
会

４
日

決
算
特
別
委
員
会
幹
事
会

８
日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
管
外
研
修
（

９
日
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会
管
外
研
修
（

９
日
）

日

宮
城
県
名
取
市
議
会
視
察
来
庁

日

鹿
児
島
県
垂
水
市
議
会
視
察
来
庁

日

幹
事
会

日

総
務
常
任
委
員
会
管
外
研
修
（

日
）

日

愛
知
県
西
春
町
議
会
視
察
来
庁

日

幹
事
会

日

京
都
府
議
会
・
市
町
村
議
会
正
副
議
長
合
同
研
修

会

日

議
員
研
修
会

日

議
会
運
営
委
員
会

【

月
】

２
日

議
会
運
営
委
員
会

６
日

本
会
議

議
案
上
程

日

本
会
議

一
般
質
問

・
総
務
常
任
委
員
会

日

本
会
議

一
般
質
問

・
議
会
運
営
委
員
会

日

本
会
議

一
般
質
問

日

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

日

議
会
運
営
委
員
会

日

議
会
運
営
委
員
会

日

本
会
議

議
案
採
決

【
１
月
】日

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（

、

日
）

日

建
設
経
済
常
任
委
員
会
管
外
研
修

（
以
上
主
な
も
の
）

市

田

博

議
員
（
一
新
会
）

産
学
官
連
携
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

産
学
官
連
携
は
社
会
の
ニ
ー

ズ
と
時
代
の
流
れ
に
即
応
し

た
非
常
に
重
要
な
施
策
と
認

識
し
て
い
る
が
、
同
志
社
大

学
校
地
に
お
い
て
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
育
成
の
た
め
の
施
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

そ
の
計
画
に
市
と
し
て
も
積

極
的
に
関
わ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
学
生
や
大
学
関
係

者
合
わ
せ
て
約
二
万
人
が
毎

日
京
田
辺
校
地
を
訪
れ
て
い

る
状
況
の
中
で
、
大
学
と
市

が
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
つ
い
て

連
携
を
深
め
両
者
が
一
体
と

な
っ
て
お
互
い
の
長
所
を
引

き
出
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
大
学
の

持
つ
知
的
資
産
を
有
効
に
活

用
し
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
創
出
、
新
技
術
や
新
産

業
に
直
結
す
る
研
究
開
発
が

大
い
に
推
進
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
方
針
を
問
う
。

市
長

産
学
官
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
、
特
に
イ
ン

キ
ュ
べ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ

い
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
雇
用
の
創
出
並
び
に
安
定

し
た
財
政
基
盤
の
確
立
の
た

め
の
企
業
誘
致
施
策
は
大
変

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
現
在

工
業
系
土
地
利
用
の
促
進
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
指
摘
の
同
志
社
大
学
と

の
連
携
も
次
世
代
起
業
の
創

出
等
の
観
点
か
ら
、
こ
の
施

設
が
同
志
社
大
学
連
携
型
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

し
て
有
効
に
機
能
す
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

都
市
計
画
道
路
池
ノ
端

丸
山
線
、
第
二
名
神
高
速
道

路
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長

池
ノ
端
丸
山

線
は
、
北
部
地
域
に
お
い
て

山
手
幹
線
を
補
完
す
る
道
路

と
の
位
置
づ
け
で
計
画
内
容

を
再
点
検
し
協
議
し
て
い
る
。

第
二
名
神
は
抜
本
的
見
直
し

区
間
で
あ
り
、
早
期
着
工
を

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
る
。

不
法
建
築
は
徹
底
し
た

行
政
指
導
を
。

建
設
部
長

都
市
計
画

法
、
建
築
基
準
法
違
反
で
あ

り
、
数
回
の
行
政
指
導
も
無

視
。
悪
質
き
わ
ま
り
な
い
。

許
可
権
限
者
の
府
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
法
的
措
置
も
念

頭
に
指
導
し
て
い
く
。

不法
建築

京
田
辺
市
は
不
法
建
築

が
他
市
に
比
べ
て
も
多
く
、

業
者
の
や
り
得
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
最
近
の
虚
空
蔵
谷

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
不
法
建
築

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

は
、
大
規
模
な
不
法
建
築
で

あ
り
、
調
整
区
域
の
約
４
３

０
０
平
方

の
敷
地
に
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
と
経
営
を
ど
ん
ど
ん
拡

大
し
、
開
発
許
可
も
な
く
建

築
し
、
営
業
し
て
い
る
。
法

的
責
任
は
京
都
府
で
あ
る

が
、
市
と
し
て
都
市
計
画
の

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
厳

し
い
市
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
違
反
を
す
る

者
に
は
行
政
と
し
て
必
要
な

協
力
は
し
な
い
等
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
考
え

を
問
う
。

建
設
部
長

京
都
府
と
連

携
し
、
法
的
措
置
も
含
め
、

不
法
建
築
物
の
更
正
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

介
護
保
険
の
来
年
４
月

見
直
し
に
よ
り
要
支
援
、
要

介
護
１
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
等
の
取
り
上
げ
や
、

利
用
料
の
大
幅
な
引
き
上

げ
、
特
に
施
設
で
の
ホ
テ
ル

コ
ス
ト
と
い
う
名
目
で
食
事

費
、
水
道
光
熱
費
、
住
居
費

の
保
険
外
負
担
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
大
改
悪
を
政
府
に
対

し
て
反
対
す
べ
き
。

福
祉
部
長

サ
ー
ビ
ス
低

下
に
な
ら
な
い
よ
う
市
長
会

で
も
要
望
し
て
い
る
。

利
用
料
、
保
険
料
の
低

所
得
者
の
減
免
に
つ
い
て
の

わ
か
り
や
す
い
啓
発
を
。
ま

た
、
介
護
基
盤
の
整
備
、
介

護
激
励
金
の
復
活
を
。

福
祉
部
長

減
免
制
度
に

つ
い
て
、周
知
に
努
め
た
い
。

介
護
激
励
金
は
、
慰
労
金
制

度
が
出
来
た
の
で
、
復
活
で

き
な
い
。

介
護
、
医
療
、
福
祉
の

連
携
で
健
康
づ
く
り
を
。

福
祉
部
長

市
民
参
加
の

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
。乳

が
ん
検
診
に
つ
い
て

日
本
で
は
、

歳
代
の
発
症

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

視
触
診
と
併
用
し
て
、
放

射
線
撮
影
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
の
検
診
を
す
べ
き
。

福
祉
部
長

医
師
会
と
協

議
も
済
み
、
来
年
度
か
ら

歳
か
ら
視
触
診
と
併
用
し

て
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

検
診
を
実
施
す
る
。

不法建築が指摘されている商業施設
（大住虚空蔵谷）

年（平成 年） 月 日

知的財産として期待される
同志社大学田辺キャンパス

市庁舎で事務を行う職員


